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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第89期
第１四半期
連結累計期間

第90期
第１四半期
連結累計期間

第89期

会計期間
自2022年６月１日
至2022年８月31日

自2023年６月１日
至2023年８月31日

自2022年６月１日
至2023年５月31日

売上高 （千円） 2,462,593 2,727,415 15,647,518

経常利益 （千円） 14,356 33,852 1,787,974

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 11,904 22,833 1,075,389

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 59,686 113,889 1,237,741

純資産額 （千円） 9,943,537 10,744,195 10,930,806

総資産額 （千円） 13,434,466 14,717,117 16,117,264

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 0.74 1.43 66.74

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 0.73 1.41 63.94

自己資本比率 （％） 71.1 70.5 65.4

（注）当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

また、まちづくりのソリューション企業として、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事

業ソリューション業務を総合的に営む単一事業の企業集団であるため、セグメント情報は記載しておりません。

（1）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間（2023年６月～2023年８月）における当社グループの経営成績につきましては、受

注高は6,353百万円（前年同期は5,951百万円）となりました。

　売上高につきましては2,727百万円（前年同期は2,462百万円）となり、営業利益は28百万円（前年同期は０百

万円）、経常利益は33百万円（前年同期は14百万円）となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては22百万円（前年同期は11百万円）となりました。

 

（2）財政状態の分析

　当第１四半期連結会計期間末の総資産は14,717百万円であり、前連結会計年度末に比較して1,400百万円の減少

となりました。その主な要因は流動資産の1,582百万円の減少であり、現金及び預金2,044百万円の減少等による

ものです。

　負債合計は3,972百万円であり、前連結会計年度末に比較して1,213百万円の減少となりました。その主な要因

は流動負債1,252百万円の減少であり、買掛金970百万円の減少等によるものです。

　純資産合計は10,744百万円であり、前連結会計年度末に比較して186百万円の減少となりました。その主な要因

は剰余金の配当208百万円と親会社株主に帰属する四半期純利益22百万円の計上による利益剰余金188百万円の減

少等によるものです。

 

（3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

（4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更又は新たに生

じた課題はありません。

 

（5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間における研究開発費の総額は62百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社オオバ(E04764)

四半期報告書

 3/17



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 59,246,000

計 59,246,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2023年10月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,250,000 17,250,000
東京証券取引所

プライム市場

単元株式数は、

100株でありま

す。

計 17,250,000 17,250,000 ― ―

（注）  「提出日現在発行数」欄には、2023年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発

行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

 

2023年６月１日～

2023年８月31日

 

－ 17,250,000 － 2,131,733 － 532,933

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2023年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 1,316,400

完全議決権株式（その他） 普通株式 15,916,000 159,160 －

単元未満株式 普通株式 17,600 － －

発行済株式総数  17,250,000 － －

総株主の議決権  － 159,160 －

　（注）「単元未満株式」には当社所有の自己株式12株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2023年８月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）      

株式会社オオバ

東京都千代田区神

田錦町三丁目７番

１号

1,316,400 － 1,316,400 7.63

計 － 1,316,400 － 1,316,400 7.63

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年６月１日から

2023年８月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年６月１日から2023年８月31日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

EDINET提出書類

株式会社オオバ(E04764)

四半期報告書

 6/17



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,205,305 2,161,245

受取手形、売掛金及び契約資産 4,802,853 5,246,498

未成業務支出金 503,299 477,626

販売用不動産 5,634 5,634

その他 170,458 214,442

貸倒引当金 △44,824 △44,824

流動資産合計 9,642,727 8,060,623

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,229,006 1,229,006

減価償却累計額 △247,836 △263,652

建物及び構築物（純額） 981,170 965,354

機械装置及び運搬具 771,446 754,865

減価償却累計額 △542,307 △535,202

機械装置及び運搬具（純額） 229,139 219,663

土地 1,961,889 1,961,889

その他 819,911 799,937

減価償却累計額 △680,461 △675,437

その他（純額） 139,450 124,500

有形固定資産合計 3,311,649 3,271,407

無形固定資産   

ソフトウエア 79,775 74,429

その他 1,885 1,854

無形固定資産合計 81,660 76,283

投資その他の資産   

投資有価証券 1,208,021 1,350,817

退職給付に係る資産 1,373,352 1,461,345

繰延税金資産 9,472 12,858

その他 490,379 483,780

投資その他の資産合計 3,081,226 3,308,802

固定資産合計 6,474,536 6,656,493

資産合計 16,117,264 14,717,117
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年５月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年８月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,257,393 286,995

短期借入金 － 400,000

未払法人税等 92,537 32,910

未成業務受入金 1,428,187 1,649,382

賞与引当金 551,675 87,161

受注損失引当金 3,116 955

株主優待引当金 19,061 －

その他 919,774 562,322

流動負債合計 4,271,746 3,019,728

固定負債   

退職給付に係る負債 33,200 35,012

資産除去債務 280,572 280,899

繰延税金負債 596,556 632,901

その他 4,381 4,381

固定負債合計 914,710 953,194

負債合計 5,186,457 3,972,922

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,131,733 2,131,733

資本剰余金 532,933 533,454

利益剰余金 7,940,953 7,752,363

自己株式 △746,407 △824,308

株主資本合計 9,859,212 9,593,242

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 448,410 549,049

退職給付に係る調整累計額 237,583 228,000

その他の包括利益累計額合計 685,993 777,049

新株予約権 385,600 373,903

純資産合計 10,930,806 10,744,195

負債純資産合計 16,117,264 14,717,117
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
　至　2022年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2023年８月31日)

売上高 2,462,593 2,727,415

売上原価 1,734,359 1,864,198

売上総利益 728,233 863,217

販売費及び一般管理費 728,058 834,613

営業利益 175 28,603

営業外収益   

受取利息 7 12

受取配当金 753 557

受取保険金及び配当金 15,591 500

その他 6,774 4,921

営業外収益合計 23,127 5,992

営業外費用   

支払利息 86 7

支払保証料 499 616

設備復旧費用 8,360 －

その他 － 118

営業外費用合計 8,946 743

経常利益 14,356 33,852

特別損失   

固定資産除却損 0 433

特別損失合計 0 433

税金等調整前四半期純利益 14,356 33,419

法人税等 2,452 10,585

四半期純利益 11,904 22,833

親会社株主に帰属する四半期純利益 11,904 22,833

 

EDINET提出書類

株式会社オオバ(E04764)

四半期報告書

 9/17



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2022年６月１日
　至　2022年８月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2023年６月１日
　至　2023年８月31日)

四半期純利益 11,904 22,833

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 36,633 100,638

退職給付に係る調整額 11,149 △9,583

その他の包括利益合計 47,782 91,055

四半期包括利益 59,686 113,889

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 59,686 113,889

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当社及び一部の連結子会社については当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日
至　2022年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日
至　2023年８月31日）

減価償却費 54,728千円 48,410千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年６月１日　至　2022年８月31日）

配当金支払額

　2022年８月26日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

①　普通株式１株当たり配当額 15円

②　配当金の総額 241,827千円

③　基準日 2022年５月31日

④　効力発生日 2022年８月29日

⑤　配当の原資 利益剰余金

（注）2022年８月26日定時株主総会決議による１株当たり配当額には、記念配当４円を含んでおります。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2023年８月31日）

配当金支払額

　2023年８月25日の定時株主総会において、次のとおり決議しております。

①　普通株式１株当たり配当額 13円

②　配当金の総額 208,363千円

③　基準日 2023年５月31日

④　効力発生日 2023年８月28日

⑤　配当の原資 利益剰余金

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループは、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事業ソリューション業務を

総合的に営む単一事業の企業集団であるため、記載を省略しております。

 

EDINET提出書類

株式会社オオバ(E04764)

四半期報告書

11/17



（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第１四半期連結累計期間（自　2022年６月１日　至　2022年８月31日）

（単位：千円）

区分

財又はサービスの移転の時期

その他 合計一時点で顧客に移転
される財又はサービ
スから生じる収益

一定の期間にわたり
移転される財又は
サービスから生じる

収益

建設コンサルタント業務 － 2,294,361 － 2,294,361

地理空間情報業務 － 573,607 － 573,607

環境業務 － 104,859 － 104,859

まちづくり業務 － 963,554 － 963,554

設計業務 － 652,340 － 652,340

事業ソリューション業務 － 142,552 － 142,552

顧客との契約から生じる収益 － 2,436,914 － 2,436,914

その他の収益（注） － － 25,679 25,679

外部顧客への売上高 － 2,436,914 25,679 2,462,593

（注）その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸料収入等であります。

 

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年６月１日　至　2023年８月31日）

（単位：千円）

区分

財又はサービスの移転の時期

その他 合計一時点で顧客に移転
される財又はサービ
スから生じる収益

一定の期間にわたり
移転される財又は
サービスから生じる

収益

建設コンサルタント業務 － 2,430,717 － 2,430,717

地理空間情報業務 － 661,999 － 661,999

環境業務 － 124,777 － 124,777

まちづくり業務 － 1,016,616 － 1,016,616

設計業務 － 627,324 － 627,324

事業ソリューション業務 － 273,250 － 273,250

顧客との契約から生じる収益 － 2,703,967 － 2,703,967

その他の収益（注） － － 23,448 23,448

外部顧客への売上高 － 2,703,967 23,448 2,727,415

（注）その他の収益は、リース取引に関する会計基準に基づく賃貸料収入等であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年６月１日
至　2022年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年６月１日
至　2023年８月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 0円74銭 1円43銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 11,904 22,833

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
11,904 22,833

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,039 15,972

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 0円73銭 1円41銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（千株） 186 172

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

１．新株予約権の付与

当社は、2023年８月25日開催の当社取締役会において、会社法第236条、第238条および第240条の規定に基づ

き、当社取締役、執行役員及び理事に対して株式報酬型ストックオプションとして新株予約権を発行することを

下記の通り決議いたしました。その後、2023年９月14日に取締役会決議で決議された新株予約権を付与いたしまし

た。

(1) 新株予約権の割当日 2023年９月14日

(2) 新株予約権の数 1,130個

(3) 新株予約権の目的となる株式の種類および数 当社普通株式 113,000株

(4) 新株予約権の払込金額 １株当たり800円

(5) 新株予約権行使時の払込金額 １株当たり１円

(6) 新株予約権の割当対象者 当社取締役、執行役員及び理事27名

(7) 新株予約権を行使することができる期間 2023年９月14日から2053年９月13日まで

(8) 新株予約権の行使により株式を発行する場合にお

ける増加する資本金および資本準備金に関する事

項

①新株予約権の行使により株式を発行する場合において

増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額

とし、計算の結果１円未満の端数が生じたときは、そ

の端数を切り上げるものとする。

②新株予約権の行使により株式を発行する場合において

増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金等増

加限度額から上記①に定める増加する資本金の額を減

じた金額とする。
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(9) 新株予約権の行使の条件 ①各新株予約権の一部行使はできないものとする。

②新株予約権者は、株式会社オオバの取締役、執行役員

及び理事の地位を喪失した日の翌日から10日間に限り

新株予約権を行使することができる。ただし、取締役

等の地位の喪失とともに、別の取締役等に就任する場

合には、最終の取締役等の地位を喪失した日の翌日か

ら10日間に限り、従前の取締役等の地位に基づいて付

与された新株予約権を合わせて行使することができ

る。

③その他の行使の条件は、「新株予約権割当契約書」に

定めるところによる。

(10)新株予約権の譲渡に関する事項 譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会

の決議による承認を要するものとする。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社オオバ(E04764)

四半期報告書

14/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年10月12日

株式会社オオバ

取締役会　御中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高　濱　　滋

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 尻　引　善　博

 

 
監査人の結論
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オオバ
の2023年６月１日から2024年５月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年６月１日から2023年８月31
日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年６月１日から2023年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ
ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ
た。
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オオバ及び連結子会社の2023年８月31日現在の財政状態及び
同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点に
おいて認められなかった。
 
監査人の結論の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ
た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責
任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し
ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入
手したと判断している。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適
切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続
企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期
連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ
て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー
手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ
れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当
と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない
かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に
おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注
記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
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・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成
基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財
務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信
じさせる事項が認められないかどうかを評価する。
・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査
人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監
査人の結論に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な
発見事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並
びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを
講じている場合はその内容について報告を行う。
 
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上

 
 

　（注）１　上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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